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令和５年度 第４回新任教員研修会 

 

１ 日  時  ○第４回新任教員研修会 

令和５年 ８月 ２日（水） ９：４５～１６：１５ 

３日（木） ９：４５～１６：１５ 

※２日間参加でお願いいたします。 

 

２ 会  場   全研修会：ホテル福島グリーンパレス 

（〒960-8068福島市太田町 13番 53号 024-533-1171） 

 

３ 参加費等   新任：１０，０００円（昼食込） 

※加盟園以外の方は事務局までお問合せください 

 

４ 参 加 費    下記の銀行口座にお振り込みください。 

              東邦銀行 県庁支店 普通 １０４１８９２ 

             (公社)福島県私立幼稚園・認定こども園連合会研修会 理事長 平栗裕治 
          ※ 振込金受取書をもって領収書に代えさせていただきます。お振込は、園名でお願

いいたします。 

         なお、当日の欠席については返金できませんので、ご了承ください。 

 

５ 申込／振込締切日  令和５年 ７月２０日(木)必着 
     
 
６ 各資料・レポート・アンケート・研修スタンプについて 

各「資料」は当日配付いたします。 

また、「レポート」・「アンケート」の提出方法、「研修スタンプ」については当

日ご連絡いたします。 

なお、レポートの提出をもって参加とし研修スタンプ引換券提出の参加者へスタン

プを発行いたします。 

再発行はいたしませんので、受け取ったスタンプは速やかに研修ハンドブック該当

ページにお張りください。 
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令和５年度 第４回 新任教員研修会 
要  項 

（新任の目安：１～２年目の教員を対象） 

 

１ 日 時   令和５年 ８月 ２日（水）９：４５～１６：１５ 

３日（木）９：４５～１６：１５ 

 

２ テーマ   「新しい時代を伸びやかに生きる」 

～社会に開かれた質の高い幼児教育を～ 

 

３ 趣 旨   前回の研修会から、翌週の開催となります。１学期の振り返りをまとめ、２学期

へ向けての準備が始まると思います。身の回りの環境から安全な保育について、

乳幼児期の子ども達への関わりを考えてみます。また、大きな行事があるこれ

からの時期に、劇表現を通した実技研修を実施します。 

 

４ 日 程 

○８月２日（水） 

9:45   10:00      12:00 13:00                   16:00 16:15 

 

 

 

 

  

 

○８月３日（木） 

9:45   10:00      12:00 13:00                   16:00 16:15 
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５ 講師・研修内容（符号は「保育者としての資質向上研修俯瞰図」対応） 

○８月２日（水） 

  研修①  「 保育者としての危機管理 ～園に潜む危険とは～ 」 

研修俯瞰図【Ａ３－Ⅰ】 

講師：郡山女子大学附属幼稚園 園長・ 

（公社）福島県私立幼稚園・認定こども園連合会 

 教育研究・研修委員会 委員長 賀 門 康 博 様 
あらためて、自園の園庭や園舎の危機管理は把握できているか思い返してみまし
ょう。保育中にヒヤリとしたことがありませんでしたか？また、何気なく見過ごし
ていること、気づいていないことはないか、研修を通して対処法を学んでいきまし
ょう。 
 

  研修②  「 乳幼児期の愛着形成について考える 」 

                                  研修俯瞰図【Ａ４－Ⅰ】 

講師：東北福祉大学福祉心理学科 講師 柴 田 理 瑛 先生 
愛着の形成は子どもの人に対する基本的信頼感を育み、その後の心の発達や人と
の関わりに大きく影響すると考えられています。保育者として、乳幼児期の愛着
形成について考え、保育の現場でどのように関係しているのかを学んで行きまし
ょう。 
 
 

○８月３日（木） 

  研修③④ 「 保育実践～劇表現から保育者としてのコミュニケーション能力を学ぶ～ 」 

         研修俯瞰図【Ｂ１－Ⅰ】【Ｅ５－Ⅰ】 

講師：長野県立大学こども学科 教授 山 本 直 樹 先生 
コロナ禍の生活が続き、人と関わる機会が減り保育者として必要とされる     
保護者や子ども達と関わる力、コミュニケーション能力が低下しているように感
じます。今回の研修では、劇表現から保育者としてのコミュニケーション能力を学
んでいければと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


